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持ち上げない介護における介護ロボットや福祉用具の技術確認に伴う 

働きやすさへの効果について 

－介護の未来を切り開く new standard－ 

社会福祉法人友愛十字会 特別養護老人ホーム 砧ホーム  

遠藤 拓也、三浦 好顕  

 （持ち上げない介護 就業環境 介護ロボット） 
 

１．目的 

当施設が持ち上げない介護の推進を事業計画に掲げたのは

2014 年であり、前年に国の腰痛予防指針が 19 年ぶりに改訂され

たのを受けてのことであった。施設では移乗ボードを併用しなが

ら 2015 年に介護リフトを導入し、ロボットや福祉用具(以下、道

具)を活用した負担の少ない持ち上げない介護を推進してきた。 

2017 年には装着型の移乗支援ロボットや入浴移乗ボードを導

入し、これらの道具を利用者や職員のニーズに応じて段階的に増

やしていった。持ち上げない介護の推進により、働きやすい環境

が整い新たに入職を希望する職員が増える一方で、施設内の ICT

化も進み介護職員が扱う道具も増えていった。すると、道具を使

った介護経験の少ない比較的在籍の浅い職員だけでなく、導入当

初から道具を活用してきた職員からも「この使い方で良かったの

だろうか」「自分はきちんと使えているだろうか」と、個々の道

具の扱いに対する不安の声が聞かれるようになり、意識調査では

54％の職員が道具を使用することに不安を感じているとの結果と

なった。 

そこで、「移乗にかかる技術確認を定期的に行い、持ち上げな

い介護を継続的に推進することで、職員が自信を持って安全に道

具を使いこなし、負担の少ない働きやすい職場環境を構築できる

のではないか」と考え今回の取り組みを行った。 

 

 

２．実践内容 

 リフトインストラクターの資格を持つ介護職員と機能訓練指導員からなるリハビリ担当者が中心と

なり、道具の使用上の注意点とその根拠を検証し手順を文章化することから開始した。その後、リハ

ビリ担当と介護職員で日程を調整し手順に沿って実技確認を実施すると同時に、道具の使い方につい

て、不安に感じることはないかを聞き取りながら、解決につながるアドバイスを行いながら実技確認

を行っていった。 
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３．結果 

介護職員への意識調査の結果、技術確認後は「もっと道具を活用

したくなった」「新人職員の OJT や実習生の指導に自信がついた」

といったコメントがみられ、全ての介護職員が不安を感じることな

く道具を使用できるようになったと回答した。また「道具を使用し

なかった場合と使用した場合で、どのくらい身体的負担の軽減を感

じるか」の設問では、平均で 62％負担感が軽減され、腰痛を理由と

した職員の欠勤も、2019 年 11 月より今日まで 19ヶ月連続で発生し

ていない。 

 

 

４．考察と今後の課題 

 定期的に道具の活用について技術確認を行うことで、道具の活用

にかかる職員の安心感が高まり、活用が促進し技術の向上が見られ

た。身体的負担の軽減から体感的にも活用が促進されることが理解

できる。介護業務では特に腰痛の問題が就業の継続に影響する。介

護ロボットや福祉用具の活用により腰への負担が少ない、働きやす

い就業環境の構築を目指すことが、介護業界の課題ではないかと考

える。 
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＜助言者コメント＞ 助友 裕子（日本女子体育大学体育学部健康スポーツ学科長教授） 
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 厚生労働省の統計によると、社会福祉施設における動作の反動・無理な動作のうち、介助作業での

被災が 84%であると報告されています（令和元年）。特に、ベッド上での介助作業とベッド移乗作業で

の被災が 52%、一人介助での被災が 89%を占めています。ここ 20 年間で、労働災害は減少に転じてい

るものの、社会福祉施設における動作の反動・無理な動作による休業 4日以上の労働災害は増加の一

途です。このことから、この解決に向けた取組みは喫緊の課題となっています。 

砧ホームの皆さまの取組みは、この課題の解決に向けた先進的な事例です。私たちの多くが、コロ

ナ禍突入により経験したことですが、オンライン化など新たな取組みを始めるときには、様々な障壁

とぶつかるものです。健康課題解決に向けたプロモーション（ヘルスプロモーション）と捉えれば、

健康影響を予測・評価し、健康の便益を促進し、かつ不利益を最小にするように取組みを最適化して

いくことが重要です。 

ロボットの導入により、最も便益を受けたのは、腰痛のある職員などが考えられます。一方、使用

したくてもサイズが合わない職員や、膝などの疾患で使用が難しい職員にとっては、便益が少ないの

かもしれません。前者のようなメリットを促進しながら、後者のデメリットを最小限にする取組みを

合わせて検討されると、介護ロボット導入の意義が、より高まり、職員のワークエンゲージメントの

向上につながることでしょう。施設利用者への影響も考慮しながら、今後も継続して検討を進められ

ることに期待いたします。 
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